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講演題目 トポロジカル絶縁体の有効ゲージ場の理論

講演内容
バンド絶縁体は、バルクのエネルギースペクトルにギャップが開いている状態として定義され

ていますが、その中でも、系のエッジにおいて, 摂動に対して robust なギャップレス状態があ

らわれるトポロジカルな絶縁体と、そうではないものに大別されます。トポロジカル絶縁体は

さらに、

(i) 時間反転対称性を破るもの

(ii) 時間反転対称性を破らないもの

の二つに分類されます。(i) の例は量子ホール系で、(ii) はグラフェンやHgTe/CdTe 量子井戸

などで盛んに議論されている量子スピンホール系 [1,2]（量子ホール効果のスピン版）です。

電磁場の有効理論は、電磁場以外の系の微視的自由度を積分する事により得られ、系の電

磁応答を系統的に調べる事が出来る大変有力な手段を与えてくれます。(i) の場合の有効理論

は Chern-Simons 理論である事が良く知られています。(ii) に関しては最近、トポロジカルに

robust な電磁気現象を統一的に記述する、興味深い有効場の理論が提案されました [3]。

今回の合宿では、(i) や (ii) の話題、特に有効理論の性質に焦点を当ててお話をする予定で

す。そして、[3] とは異なった、(おそらくは) 互いに相補的となっているアプローチ [4] に関し

てお話するつもりでいます。
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